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暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
壮
健
に
て
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
双
葉
町
で
は
６
月
末
よ
り
海
外
向

け
に
町
の
復
興
状
況
や
将
来
像
な
ど
を
英
語

で
配
信
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
サ
イ
ト

を
開
設
し
ま
し
た
。
動
画
投
稿
サ
イ
ト
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
し
て
配
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
す
で
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
町
民
の
皆
さ

ま
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
海
外
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
誤
解
や

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
が
多
い
こ
と
か
ら
、
町

が
復
興
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
正
確
な
情

報
を
海
外
に
向
け
発
信
し
、
風
評
払
拭
と
来

年
春
の
避
難
指
示
一
部
先
行
解
除
後
の
外
国

人
旅
行
客
が
見
込
ま
れ
る
来
夏
の
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
誘
客
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
ド

ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
最
近
の
町
内
の
様
子
や

町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
配

信
し
て
い
る
「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

も
英
語
版
で
海
外
向
け
に
配
信
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

７
月
１
日
よ
り
「
健
康
増
進
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
一
部
施
行
さ
れ
、
行
政

機
関
の
庁
舎
等
の
敷
地
内
禁
煙
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
的
で
生
き
生
き
と
し

た
生
活
の
実
現
の
た
め
に
平
成
30
年
３
月
に

双
葉
町
が
策
定
し
た「
健
康
ふ
た
ば
21
計
画
」

で
は
、
町
公
共
施
設
内
禁
煙
実
施
率
の
向
上

と
し
て
敷
地
内
全
面
禁
煙
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。こ
の
た
め
先
月
か
ら
い
わ
き
事
務
所
、

教
育
委
員
会
事
務
所
、埼
玉
支
所
、郡
山
支
所
、

つ
く
ば
連
絡
所
、
南
相
馬
連
絡
所
の
敷
地
内

を
全
面
禁
煙
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
７
日
に
は
広
野
町
、
楢
葉
町
を
会
場

と
し
て
双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
野
球
が
中
止
と
な

り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

剣
道
の
３
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
双
葉
町
チ
ー
ム
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
、
私
も
声
援
を
送
り
な
が
ら
選
手

の
皆
さ
ん
が
大
健
闘
す
る
姿
を
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
が
来
年
３
月
の
全
線
運
行
再

開
に
向
け
て
東
京
か
ら
仙
台
間
で
特
急
列
車

の
運
行
を
再
開
さ
せ
る
方
針
を
固
め
た
と
の

報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
双
葉
駅
の
橋

上
化
と
東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
も
完
成
い
た

し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
運
行
再
開
は
、
双

葉
町
を
は
じ
め
、
被
災
地
の
復
興
を
牽
引
す

る
大
き
な
原
動
力
と
な
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
も
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
国
指
定
重
要

無
形
文
化
財
の
相
馬
野
馬
追
祭
が
南
相
馬
市

雲
雀
ヶ
原
祭
場
地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
標
葉
郷
騎
馬
隊
は
浪
江
町
で
出
陣
式
を

行
い
、
小
高
神
社
で
小
高
郷
と
合
流
し
、
雲

雀
ヶ
原
祭
場
地
を
目
指
し
進
軍
し
ま
し
た
。

　

暑
さ
の
厳
し
い
時
節
で
す
。
熱
中
症
対
策

な
ど
健
康
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　６月１４日、伊澤史朗町長は、佐々木清一町議会議長ととも
に復興庁の渡辺博道大臣をはじめとする関係省庁等に対し、双
葉町の復興に向けた重点要望を行いました。
　主な要望項目は次のとおりです。

▲要望書はこちらから
　ご覧いただけます。
（タブレット、スマート
フォン用QRコード）

町の復興、町民一人一人の復興に向けた国への要望活動を行いました

・ ２０１９年度末及び２０２２年春の避難指示解除目標の確実な実現
　 （復興財源及び国の支援体制の長期的な確保・２０１９年度末一部先
行解除の特殊性を踏まえた、住民間の公平性確保・避難指示解除後
の固定資産税の課税に係る特例適用等）

・特定復興再生拠点区域の段階的拡大と帰還困難区域全域の避難指示解除

　要望実施先：復興庁、環境省、経済産業省、文部科学省、自由民主党、公明党

・浜通りにおける広域的な賑わい創出の実現

・中間貯蔵施設に係る対応
　（輸送及び施設の安全性の確保・県外最終処分の確実な実施等）

・福島第一原子力発電所の安全かつ着実な廃炉の推進等

・復興の進捗状況の差異を踏まえた、生活再建支援策の実施
　 （高速道路の無料措置の継続、医療費の一部負担金免除、国民健康保険税等の減免、被
災者生活再建支援金の申請期間延長、住まいの確保に係る取り組み等の継続等）

・町民の被害実態に即した賠償の実施
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　法務省人権擁護局と人権擁護委員連合会は、8 月２９日から 9 月４日までの７日間、全国
一斉「子どもの人権１１０番」強化週間として、いじめや嫌がらせ、虐待、体罰など子ども
の抱える人権問題について、電話相談を実施します。相談は、人権擁護委員及び法務局職員
が応じます。秘密は守られます。お気軽にご相談ください。
　なお、強化週間の期間以外の日（土・日・祝日を除く。）においても、午前８時３０分から
午後５時１５分まで、相談に応じていますので、ご利用ください。

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

☎０２４－５３４－１９９４福島地方法務局人権擁護課

福島県家賃等支援事務センター（事務業務委託先：トッパン・フォームズ（株））

受付時間　９時から１８時まで（土日祝日、年末年始を除く）
０１２０－９００－７７５☎ （通話料無料）

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間の実施について全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間の実施について

期　間

電話番号

令和元年８月２９日（木）から９月４日（水）までの７日間

０１２０－００７－１１０（フリーダイヤル）

時　間 午前８時３０分から午後７時まで
ただし、８月３１日（土）・９月１日（日）は午前１０時から午後５時まで

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間の実施について

「平成３０年度」福島県避難市町村家賃等支援事業「平成３０年度」福島県避難市町村家賃等支援事業
助成金の申請受付期限について助成金の申請受付期限について

　福島県で実施している当該助成金について、「平成３０年度」の助成金（平成３１年

３月分まで）の申請受付期限は「令和元（２０１９）年９月３０日まで」です。

　当該助成金対象となる方で、申請がお済みでない方は、お早めに申請してください。

　ご不明な点等がございましたら、下記問い合わせ先までご連絡ください。

　また、対象者等の詳細につきましては、福島県公式ホームページをご確認ください。

福島県　家賃支援 検索

　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱するもので、人権相談を受けたり、
人権の考えを広めたりする活動を行っています。

【問い合わせ先】 福島地方法務局いわき支局 ☎０２４６ー２３ー １６５１

◆ 任期は、２０１９年７月１日 ～ ２０２２年６月３０日までです。
◆ 相談は無料で秘密は厳守します。

「平成３０年度」福島県避難市町村家賃等支援事業
助成金の申請受付期限について

双葉町人権擁護委員に双葉町人権擁護委員に
橘内悦子さん（長塚一）が就任されました橘内悦子さん（長塚一）が就任されました
双葉町人権擁護委員に
橘内悦子さん（長塚一）が就任されました
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育長

　１学期が無事終了した園児、児童、生徒たちは夏休みに入りました。
　夏休みの行動計画を元に、有意義な家庭生活が送られていることと思います。長期休暇だから
できる体験や経験の貴重な価値を考えるとき、計画的に実現させるため、ご家庭でも話し合い、
できるところから取り組んでほしいと思います。教育委員会でも、先月開催した「集まれ！ふたばっ
子２０１９」の行事の成果と課題をまとめたり、婦人会や自治会主催の「夏祭り」等の事業計画の
確認をしたりしております。それから、今年の「双葉町生徒海外派遣事業」は、７月３０日に成
田より出国し、ニュージーランドにおいて海外研修を行っております。８月５日までの７日間の
研修を各団員の自主性と積極的な交流をベースに進め、有意義な海外研修となるよう取り組んで
おります。帰国後、研修してきた内容を皆さまにも、ご紹介いたします。
　この夏休みは、自分で計画した内容を的確に実行することの大切さと、見直しが必要な場合の
調整を自ら実践できる力を身に着けさせる良い機会と捉え、ご家庭に於きましてもできたことを
褒め、次の段階の目標を持つようアドバイスいただければ子どもたちの自信と向上心の育成に繋
がると思います。今、「生きる力」の一つの素因として「自己マネージメント力」がクローズアッ
プされており、学校と家庭が連携し、学習場面のみならず生活行動面においても、子どもたちの
自主性と判断力の育成に努めて行かなければならないと考えております。今後とも皆さまのご理
解とご協力をお願い申し上げます。まだまだ暑い日が続きます。熱中症には十分留意し体調を整
え、この夏を乗り切ってほしいと思います。

　教育基本法（平成１８年法律第１２０号）第１７条第１項に基づく第３期の教育振興基本計画
については、以前にもご報告いたしましたが、双葉町におきましても、本町を担う「求められる
人材の育成」をめざし教育基本構想（平成２８年度～令和２年度の長期計画）の具体策を設定し
取り組んでおりますが、さらに見直し改善しながら成果を確実なものにしてまいりたいと思いま
す。教育基本法の理念を踏まえ、「自立」、「協働」、「創造」の三つの方向性を実現するための生
涯学習社会の構築を目指すという理念を引き継ぎつつ、２０３０年以降の社会の変化を見据えた
教育政策の在り方を示すものです。具体的には、人生１００年時代や超スマート社会の到来に向
け、生涯にわたる一人一人の「可能性」と「チャンス」の最大化に向けた視点と、教育政策を推
進するための基盤に着目した５つの基本的方針が示され、平成３０（２０１８）年度から令和４（２
０２２）年度までの５年間における施策群が示されました。下記に文部科学省が示す教育政策に
関する５つの基本的な方針を掲載しておきます。

１．
２．
３．
４．
５．

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

「第３期教育振興基本計画について」文部科学省「第３期教育振興基本計画について」文部科学省

夢と希望のある「学び」へ

「第３期教育振興基本計画について」文部科学省

夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する
社会の持続的な発展を牽引するための多様な力を育成する
生涯学び、活躍できる環境を整える
誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットを構築する
教育政策推進のための基盤を整備する
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▲ 剣道

▲ バスケットボール ▲ バレーボール

　

７
月
７
日
、
広
野
町
と
楢
葉
町
を
会
場
に

令
和
元
年
度
双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
双
葉
町
は
５
種
目
す
べ

て
に
出
場
す
る
予
定
で
し
た
が
、
荒
天
の
た

め
屋
外
競
技
の
野
球
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
中
止
と
な
り
、
３
種
目
の
出
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

広
野
町
立
広
野
中
学
校
で
行
わ
れ
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
で
は
、
広
野
町
と
富
岡
町

に
勝
利
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
し
ま
し

た
。
同
会
場
で
行
わ
れ
た
剣
道
競
技
に
出
場

し
た
本
田
喜
則
さ
ん
は
、
初
戦
コ
テ
と
メ
ン

で
富
岡
町
の
選
手
に
快
勝
し
、
双
葉
町
は
ベ

ス
ト
８
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
ら
は
ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
初

の
競
技
種
目
と
な
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
で
は
楢
葉
町
と
富
岡
町
に
勝
利
し
、
み

ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。
伊
澤
史
朗
町
長
は
大

会
終
了
後
、「
全
町
避
難
を
継
続
中
と
い
う

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
成
績
を
残
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
活
躍
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
を
称
え

ま
し
た
。

双葉郡スポーツ交流大会双葉郡スポーツ交流大会　結果結果のお知らせお知らせ双葉郡スポーツ交流大会双葉郡スポーツ交流大会　結果結果のお知らせお知らせ双葉郡スポーツ交流大会　結果のお知らせ
令和元年度令和元年度

　バレーボール … 優 勝 　バスケットボール … 優 勝

ふたばスポーツフェスティバルふたばスポーツフェスティバル２０１９２０１９ふたばスポーツフェスティバルふたばスポーツフェスティバル２０１９２０１９ふたばスポーツフェスティバル２０１９

電子メール kyouiku@town.futaba.fukushima.jp

【問い合わせ先】
☎ ０２４６－８４－５２１０ ＦＡＸ ０２４６－８４－５２４８双葉町教育委員会　教育総務課

いわき市植田町中央１丁目１６－１３ エムケービル２Ｆ〒９７４－８２６１

日　　時：
受付開始：
開　　会：
終　　了：
会　　場：

　昼食について

（令和元年度　福島特定原子力施設地域振興交付金事業）

　持参物について

１０月１２日（土）
９時３０分～
１０時３０分～
１４時３０分
Ｊヴィレッジ雨天練習場
（楢葉町山田岡美シ森８）

申し込み期間は、申し込み期間は、８月１６日（金）まで８月１６日（金）までです。です。

　軽食を準備いたします。（無料）

　 運動できる服装、屋外用シューズ、飲料水を
忘れずに持参ください。

申し込み期間は、８月１６日（金）までです。

令和元年度
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体 験 活 動 　７月１３日、１４日、栃木県那須町で集まれ！「ふたばっ

子２０１９」が開催され、各避難先から未就学児、小学生、中

学生、高校生、保護者ら計７５人が参加しました。

　この行事は昨年まで同様、将来の双葉町を担う子どもたちと

その保護者等の再会の機会を設け、絆の維持に努めることを目

的として、町教育委員会の主催で行われています。

　１日目は那須りんどう湖レイクビューにおいて、オリジナル

の記念品を作る体験活動を行いました。その後のオリエンテー

リングでは、各年齢層が一緒になった班に分かれ、一緒にアト

ラクションを楽しみ交流を深めながら、双葉町にちなんだクイ

ズに挑戦し、ゴールを目指しました。今年は各班にボランティ

アスタッフも配置され、安全に配慮しながらオリエンテーリン

グの進行を陰で支えていました。

　保護者を対象とした教育講演会では、双葉町出身でクッキン

グスタジオやなど主宰する伊藤政彦さんを講師に迎え、双葉町

の郷土料理などについて講演や意見交換会が行われました。

　２日目の閉会式では、前日のオリエンテーリングの上位入賞

チームに表彰が行われました。その後、婦人会の皆さんのお手

本の踊りを見て学び、大きな輪になりふたば音頭を踊りました。

また婦人会の皆さんから手作りのキーホルダーとストラップが

プレゼントされ、参加者を代表して佐藤美月さんと澤上優介さ

んが受け取りました。感想発表では「地域の伝統に触れられて

楽しかった」「ふたば音頭を知らなかったけれど、子どもと一緒

に踊れて楽しかった」という感想があり、初めて踊った方もふ

たば音頭を楽しんで踊っていました。

　閉会式終了後は那須ハイランドパークへ移動し、アトラク

ションを楽しみました。２日目はあいにくの雨天でしたが、参

加者はバスの出発時間までアトラクションをめいっぱい楽しん

でいました。

２０１９２０１９ inin 那須那須２０１９２０１９ inin 那須那須２０１９ in 那須

▲ 
３
色
ク
ッ
キ
ー
作
り

▲ 
小
皿
絵
付
け

▲ 
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
ラ
フ
ト
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オリエンテーリング

閉 会 式

講 演 会

集まれ集まれ！ ふたばっ子ふたばっ子集まれ集まれ！ ふたばっ子ふたばっ子集まれ！ ふたばっ子

表 彰

▲ 記念品贈呈 ▲ ふたば音頭

▲ スタンプラリー

▲ 講演師の伊藤政彦さん

▲ クイズ

▲ アトラクション
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温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます

　７月９日、浪江町防犯団体連合会佐々
木清一理事より、ふたば幼稚園、双葉南・
北小学校、双葉中学校に対し、防犯スプ
レー計１１本が贈呈されました。
　川崎市で通学途中に起きた痛ましい事
件を受け、不審者対応のために寄贈され
た防犯スプレーは、今後町立学校で園
児・児童・生徒たちの安全確保のために
活用させていただきます。

　浪江町で被災し現在岡山県で暮らす
僧侶・泉智仁さん（南相馬市出身）が
６月２６日、町立学校を訪れ、義援金
をご寄付いただきました。泉さんは和
太鼓演奏や講話を通じて被災地支援
を呼びかけています。泉さんの思いに
賛同した備前焼作家の戸川博之さん
と友利幸夫さんから提供された花器
と、同じく提供を受けた茶どころ美作
市の番茶も合わせてご寄付いただきま
した。
　双葉中学校の生徒たちに講演も行っ
ていただき、温かい励ましの言葉に対
して、３年生の松本來未さんがお礼の
ことばを述べました。

　公益財団法人東京応化科学技術振興財
団（理事長　藤嶋昭様）様より、「開け！
科学の扉⑦中・高生への科学の教室」を
５０冊お送りいただきました。
　お送りいただきました本は双葉中学校
の生徒と教職員やふたば幼稚園、双葉南・
北小学校の教職員に配布したほか、７月
１３日・１４日に開催されました、集まれ！
ふたばっ子２０１９に参加した中学生と高
校生にも配布させていただきました。
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◇ 日　時：

◇ 場　所：

浜野地区総会、交流会を下記のとおり開催しますのでご参加ください。

９月１４日（土）～９月１５日（日）
● 総　会 …… 午後３時から
● 交流会 …… 午後６時から

◇ 会　費：

◇ 申込締切：

１０，０００円（泊）　
交流会（食事）参加　５，０００円

８月３１日（土）
いわき湯本温泉　吹の湯旅館
いわき市常磐湯本町吹谷４８
☎０２４６－４２－２１５８

浜野行政区からのお知らせ

【申し込み、問い合わせ先】

☎０８０－５５７３－８６４５
☎０９０－３６４１－８７９８

菅本　武恒
髙倉　伊助 皆さんの参加を

　　　　　  お待ちしています！！

いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会

　７月１３日、いわき市内郷にある常磐教会で、いわき・まごころ双葉会の七夕飾り制作が
行われました。いわき・まごころ双葉会の会員４０人と、交流のあるいわき市薄磯地区の有
志７人が参加して、楽しく談笑しながら、４基（３個×４本）を完成させました。
　昨年、台風による豪雨で全基破損しましたが、地域交流を重視する町からの補助金を活用
し、すべて新調する事ができました。事情を理解してくださった展示先の平和通り商店会の
鈴木会長も駆けつけ、参加御礼と労いの言葉に添えてバナナを差し入れていただきました。
　完成した飾りの出来栄えに満足し、各自が分散保管するとともに、当日の掲揚・展示の打
ち合わせをして散会しました。

いわき・まごころ双葉会　事務局

七夕飾り制作七夕飾り制作七夕飾り制作七夕飾り制作七夕飾り制作
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６
月
22
日
、
23
日
、
相
馬

松
川
浦
温
泉
ホ
テ
ル
飛
天
に

お
い
て
、
令
和
初
め
て
の
下

羽
鳥
行
政
地
区
総
会
お
よ
び

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
秋
の
開
催
で

し
た
が
本
年
度
よ
り
春
に
変

更
と
な
り
、
県
内
外
の
避
難

先
よ
り
29
人
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
い
て
は
、
黙
と

う
、
木
幡
敏
郎
区
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
平
成
30
年
度
の
事

業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告
を
し
、
初
発
神
社
改

修
に
伴
う
負
担
金
と
次
期
役

員
改
選
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
金
田
勇
副

町
長
よ
り
駅
西
地
区
、
復
興

産
業
拠
点
お
よ
び
耕
作
再

開
モ
デ
ル
ゾ
ー
ン
な
ど
町
政

の
状
況
等
を
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
本
年
４
月

か
ら
再
開
し
た
「
ホ
テ
ル
飛

天
」
の
料
理
を
堪
能
し
、
懐

か
し
い
故
郷
双
葉
の
思
い
出

を
語
り
合
い
、
親
睦
を
深
め

来
年
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　

６
月
14
日
、15
日
、磐
梯
熱
海
温
泉
の
「
栄

楽
館
」に
て「
第
８
回
細
谷
の
集
い
・
交
流
会
」

を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
14
世
帯
24
人
が
参

加
し
、
１
年
ぶ
り
の
再
会
に
、
楽
し
く
充
実

し
た
時
間
を
共
有
い
た
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
物
故
者
に
黙
と
う
を
捧

げ
御
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

高
島
区
長
か
ら
、
皆
さ
ん
へ
避
難
中
の
労

い
と
今
後
と
も
絆
を
深
め
元
気
で
過
ご
し
ま

し
ょ
う
と
の
挨
拶
に
続
き
、
大
橋
前
区
長
か
ら

行
政
区
長
10
年
間
在
任
中
の
印
象
に
残
っ
た

事
等
を
含
め
た
感
謝
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
田
中
副
区
長
よ
り
、
羽
山
神

社
の
大
祭
再
開
ま
で
の
経
過
報
告
に
続
き
、

決
算
報
告
、
次
年
度
の
予
算
（
案
）
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、
次
期
役
員
人
事
で
は
現

役
員
の
再
任
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
川

俣
町
の
山
木
屋
地
区
と
の
交
流
継
続
を
決
め

る
と
と
も
に
、
次
年
度
開
催
時
期
、
場
所
は

区
長
以
下
役
員
に
一
任
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
東
京
出
張
か
ら
直
行
さ
れ

た
、
伊
澤
史
朗
町
長
、
金
田
勇
副
町
長
に
出

席
を
い
た
だ
き
、
伊
澤
町
長
か
ら
当
面
の
施

策
に
対
す
る
解
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

席
上
、
高
島
区
長
か
ら
次
年
度
の
「
高
速
道

路
料
金
の
無
料
」
と
「
医
療
費
の
減
免
」
の
延

長
要
望
を
伊
澤
町
長
に
請
願
い
た
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
金
田
副
町
長
の
乾
杯
の
発
声

で
さ
ら
な
る
懇
親
を
大
い
に
深
め
る
と
と
も

に
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、
稲
垣
眞

市
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
に
、
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

各
部
屋
で
は
、
遅
く
ま
で
会
話
が
弾
ん
で

い
た
よ
う
で
し
た
。

　

翌
朝
は
元
気
な
挨
拶
と
と
も
に
、
来
年
の

再
会
を
約
束
し
、
小
雨
に
け
む
る
新
緑
鮮
や

か
な
磐
梯
熱
海
温
泉
の
山
々
を
後
に
そ
れ
ぞ

れ
の
避
難
先
に
出
発
し
ま
し
た
。

総
会
・
交
流
会

総
会
・
交
流
会

下
羽
鳥
地
区

細
谷
行
政
区
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が付くと２２時に・・・次回の同級会開催を約束し、
お開きとなりました。その後は３次会に向かう人、
部屋に戻り友人たちとゆっくり温泉を楽しむ人とそ
れぞれの時間を楽しみました。
　翌日は、いわき市周辺の親族や友人宅へ立ち寄り
帰途へついたようでした。
　次回の開催は未定ですが、今回、都合で参加でき
なかった方々の次回の参加をお待ちしております。

　６月２２日、２３日、いわき湯本温泉「新つた」
において、双葉中学校昭和４９年度卒業生「還暦を
祝う会」を開催したところ、県内外から６６人が参
加しました。
　１７時から写真撮影を行い、１８時から懇親会が
始まりました。恩師の先生のあいさつに続き記念品
贈呈、物故者に対して哀悼の意を込めて黙とうを
行ったあと、１次会、２次会と時間が経つのも忘れ
て懐かしい昔の話、そして近況報告など話が弾み気

双葉中学校　昭和４９年度卒業生「還暦を祝う会」

　

６
月
29
日
、
30
日
、
１
泊
２
日
で
寺
松
行

政
区
総
会
・
交
流
会
を
行
い
、
石
川
町
母
畑

温
泉
八
幡
屋
に
県
内
外
の
避
難
各
地
か
ら
34

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

藤
田
光
成
さ
ん
の
司
会
進
行
で
行
わ
れ
、

開
会
に
先
立
ち
８
年
３
カ
月
前
の
大
震
災
と

原
子
力
災
害
で
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

こ
れ
ま
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
石
田
翼
区
長
の
あ
い
さ
つ
、
１
年

間
の
一
般
経
過
報
告
の
あ
と
、
来
賓
あ
い
さ

つ
、
伊
澤
史
朗
町
長
の
双
葉
町
の
復
旧
復
興

の
取
り
組
み
に
対
す
る
講
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
町

政
の
取
り
組
み
方
に
関
心
を
示
し
、
復
旧
復

興
や
寺
松
に
出
来
る
双
葉
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
の

工
事
進
捗
状
況
な
ど
の
進
み
具
合
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
石
田
区
長
よ
り
平
成
30
年
度

の
一
般
会
計
報
告
の
説
明
・
令
和
元
年
度
の

予
算
（
案
）
が
髙
野
光
夫
さ
ん
よ
り
報
告
さ

れ
承
認
、
議
案
の
す
べ
て
が
可
決
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

18
時
か
ら
の
懇
親
会
は
、
井
上
幾
さ
ん
の

乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
酒
を
交
え
な
が
ら

の
話
題
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
故
郷
寺
松
で

の
思
い
出
話
や
近
況
報
告
な
ど
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
い
つ
帰
還
で
き
る
の
か
わ
か

ら
ぬ
遠
き
古
里
を
偲
び
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
、

懇
親
を
深
め
合
い
盛
会
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

宴
会
の
締
め
は
副
会
長
の
藤
田
光
成
さ
ん

よ
り
ま
た
同
じ
場
所
で
の
再
会
を
誓
い
合
っ

て
一
本
締
め
に
て
終
了
、
各
自
自
分
の
部
屋

や
二
次
会
会
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

翌
日
、
皆
さ
ん
は
元
気
に
ロ
ビ
ー
に
集
合

し
、
次
回
の
再
会
を
誓
い
な
が
ら
別
れ
を
惜

し
み
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
へ
帰
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
・
懇
親
会

寺
松
行
政
区
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１年に１度は健康診査・がん検診を受けましょう

　がんを早期発見、早期治療するために、自覚症状がなくても受診するようにしましょ

う。近年、大腸がんによる死亡数が増加しています。自宅で便を取る簡単な検査でで

きますので、大腸がん検診を受けましょう。その他、肺がん検診、胃がん検診、前立

腺がん検診、子宮がん検診、乳がん検診があります。年齢等によって受けることがで

きる種類が違ってきますが、対象の方は受けるようにしましょう。

がん検診を受けましょう！

◆ 避難先が福島県内か県外かで受け方が異なります。
１、福島県内に避難先住所を登録している方

２、福島県外に避難先住所を登録している方

・ ６月下旬に送付した各種健（検）診の意向調査票の回答内容に基づき、健診日が近
くなりましたら受診録や容器を発送します。意向調査票の返送を忘れてしまった方
や健診項目を追加したい方は、双葉町健康福祉課（０２４６－８４－５２０５）までご連
絡ください。

・ 双葉町が事業委託している「結核予防会」より総合健診のご案内が７月中旬頃に送
付されていますので、詳しい申込み方法などにつきましては、ご案内に記載してあ
る「結核予防会予約センター」へご連絡ください。

 総合健診（健康診査・がん検診）の受け方

　双葉町では、がん、脳卒中、心臓病などの生活習慣病での死因が５割を占めていま

す。これらの病気は初期の自覚症状がなく、気づいたときには病状が進行している場

合も少なくありません。

健康診査・がん検診は大切な身体のメンテナンスです

　町では、皆さまの健康管理のために、健康診査・がん検診を

実施します。１年に１度は健（検）診を受けて、健康状態をチェッ

クし、健康づくり・生活習慣の見直しに役立てましょう。

　健康福祉課では、健診結果説明会などで健康相談を行ってい

ます。健診の結果が気になるが、どうしたらいいか分からない

方はぜひご相談ください。

　健康診査は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健康診査で、

健康診査を受けて生活習慣を見直しましょう！

脳卒中や心臓病の引き金となる高血圧や糖尿病といった生活習慣病予防

や病気の早期発見のための健診です。年ごとの生活習慣により、身体の

状況は変化します。毎年健康診査を受診することで見直すべき習慣に気

づくことができ、生活習慣病予防に役立てることができます。

～ 健診・がん検診の上手な活かし方 ～～ 健診・がん検診の上手な活かし方 ～～ 健診・がん検診の上手な活かし方 ～
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【問い合わせ先】健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４６－８４－５２０５

検査の人数：１４９人

※甲状腺検査判定基準

検査結果 

Ａ１
Ａ２
Ｂ　
Ｃ　

… 結節や嚢胞を認めなかったもの
…   5.0mm以下の結節や20.0mm以下の嚢胞を認めたもの
…   5.1mm以上の結節や20.1mm以上の嚢胞を認めたもの
…   甲状腺の状態等から判断して直ちに二次検査を要するもの

人数 Ａ１ Ａ２ Ｂ Ｃ

総　数 １４９ ７８
（52.4）

６５
（43.6）

６
（4.0） ―

０～１８歳 ８８ ４８
（54.6）

４０
（45.4）

０
（0.0） ―

１９～３９歳 ６１ ３０
（49.2）

２５
（41.0）

６
（9.8） ―

検  査  結  果：  検査した検体の平均尿中放射性セシウムは０.１８１Bq/kgでした。

※年齢表示は震災当時のものです。 下段カッコ内は%を示しています。

～ 町が実施した平成３０年度の検査結果について報告いたします ～

１. 内部被ばく検査

① ホールボディカウンターによる内部被ばく検査

② 尿による内部被ばく検査

２. 甲状腺検査（対象者：震災当時３９歳以下の方）

 ● ６月に甲状腺検査のご案内を対象の方に
　お送りしました。

甲状腺検査（医療機関での個別受診）
令和元年度   内部被ばく検査の実施について

検査の人数：９３人 （尿２L，オムツでの受検の合計数）

 ● 福島県立医科大学の甲状腺検査も受検し
　てください。

平成平成３０年度内部被ばく検査等の結果について年度内部被ばく検査等の結果について平成３０年度内部被ばく検査等の結果について

検査の人数：７３人 ※検査場所ごとの人数は以下のとおりです。

※ セシウム１３４及び１３７
が検出された方はいません
でした。

受
検
者
数

県内応急仮設住宅等（４カ所） ２４人

ひらた中央病院 ４９人

合　計 ７３人

13 広報ふたば 令和元年８月



　

６
月
15
日
か
ら
双
葉
町
復
興

支
援
員
（
ふ
た
さ
ぽ
）
と
し
て

宮み
や
も
と本
真ま

す
み澄
さ
ん
が
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
15
日
か
ら
、
双
葉
町
復
興
支

援
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、

宮
本
真
澄
（
み
や
も
と
ま
す
み
）
と

申
し
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
配
信
す
る
動

画
制
作
や
、
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

取
材
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
等
の
業

務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
私
は
子

ど
も
と
と
も
に
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願
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い
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し
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復
興
支
援
員
紹
介

　６月１３日、滋賀県長浜市の市民グループ
「福島県双葉町を支援する会（代表　岩根博
之様）」の山口賢孫さん、和子さんご夫妻よ
り仏花用の小菊１００束をお送りいただきま
した。
　山口さんご夫妻からは毎年たくさんの小菊
をお送りいただいております。

　６月２８日、ＮＰＯ法人ハッピーロードネッ
ト（西本由美子理事長）の呼びかけで、町内
国道６号沿い双葉厚生病院入口交差点の２カ
所の花壇と双葉ふれあい広場入口２カ所の花
壇に、ベゴニアの植栽が行われました。復興
関連事業にあたる企業の職員や町職員も参加
し、約５０人で植栽を行いました。

温かいご支援を温かいご支援を
ありがとうございますありがとうございます

町内町内　国道６号・双葉ふれあい広場で国道６号・双葉ふれあい広場で
ベゴニアの植栽が行われましたベゴニアの植栽が行われました

温かいご支援を
ありがとうございます

町内　国道６号・双葉ふれあい広場で
ベゴニアの植栽が行われました
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双葉町社会福祉協議会
～ ８月健康運動教室、社協サロン開催のお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）
南東北総合卸センター　２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1） 郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

毎週　木曜日
13:30 ～ 15:00

県北保健福祉事務所　４階中会議室
（福島市御山町8－30）※上靴をご持参ください。 　8月27日（火）

社協サロン（内容：健康体操、講話、相談、生きがいづくり、交流等）
※参加を希望される方は昼食準備のため、事前申込みをお願いします。

かしま交流センター　大ホール
（南相馬市鹿島区横手字川原 186－1）

本部事務局
☎ 026 －84 －6725 　8月28日（水） 10:30 ～ 14:30

消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

“毎年、楽しく花火をするためにルールとマナーの徹底を”

　きれいで楽しい花火も、正しい遊び方をしないと火事になったり、大やけどを
することがあります。花火を子どもと大人が一緒にすることは、花火による火災
を防ぐだけでなく、子どもに対して火の取扱いの大切さを楽しみながら教えるこ
とのできるまたとないチャンスです。
　使用方法やマナーを守って安全に楽しみましょう。

２０１９年度　全国統一防火標語 【ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心】

○花火の取扱い説明をよく読んで、注意事項は必ず守る。
○風の強いときは、花火遊びはやめましょう。
○水バケツなどの消火準備をしましょう。
○洋服・浴衣などに花火の火がつかないように注意しましょう。

　迷惑にならない時間や場所を考えましょう

　風向きを考え、煙で迷惑にならないようにしましょう

（条例がある地域では条例を守りましょう。）

夏は窓を開けている家も多いので、煙が侵入しないように風向きに気をつけましょう。

　音の出る花火は、人の迷惑にならない場所と時間を選びましょう
高く上がって音のする花火は、マンションなどに飛び込んで破裂し驚かせ、ケガをした例が
あります。飛翔するものは、飛ぶ方向と音に気を付けましょう。

ルールを守って楽しい花火！
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～事業者の皆さまへ～～事業者の皆さまへ～

【問い合わせ先】 相双地方振興局県税部課税課　事業税チーム ☎０２４４－２６－１１２６

　個人事業税は、県内に事務所、事業所を設け、物品販売業や不動産貸付業など、法律で定めら
れている事業を行う個人の方に納めていただく県の税金です。
　平成３０年分の所得について課税となる方には、平成３１年（令和元年）度個人事業税の納税
通知書を８月９日（金）に発付しますので、納期限の９月２日（月）までに納付をお願いします。（課
税額が１万円を超える場合は、８月と１１月の２回に分けて納付となります）なお、所得税の確
定申告時期等によって、納税通知書の発付時期が遅れることがあります。

個人事業税の課税のお知らせ平成３１年（令和元年）度

福島県経営金融課から補助金のお知らせ福島県経営金融課から補助金のお知らせ福島県経営金融課から補助金のお知らせ
～事業者の皆さまへ～

詳しくは福島県ホームページ
（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/32011b/）をご覧いただくか、
県庁経営金融課（☎024－521－8653）へお問い合わせください。

　震災時に福島県原子力被災１２市町村内で事業を行っていた中小事業者が、
店舗や事務所整備など、事業を再開する時に必要な経費の一部を補助する「福
島県原子力被災事業者事業再開等支援補助金」の第８次公募を行います。
 ● 公募期間：令和元年８月中旬～９月下旬頃（予定）
　（期間は確定次第、福島県ホームページでお知らせします。）

１

　福島県原子力被災１２市町村内で新たに創業する方や、原子力災害時に１２
市町村内において事業を行っていなかった方が１２市町村内で事業展開を行う
時に、店舗や事務所整備などの事業に要する経費の一部を補助する「福島県創
業促進・企業誘致に向けた設備投資等支援補助金」の第７次公募を行います。

 ● 公募期間：令和元年８月中旬～９月下旬頃（予定）
　（期間は確定次第、福島県ホームページでお知らせします。）

２

　震災時に福島県原子力被災１２市町村内及び津波浸水地域内（いわき市、相
馬市、新地町）で事業を行っていた中小事業者が、被害を受けた施設・設備の
復旧等に要する経費の一部を補助する「グループ補助金」の第４１次・第４２
次公募を行います。
　なお、グループ補助金を申請するためには、２者以上で構成されるグループ
を組み、グループとして復興事業計画を作成し、県から認定を受ける必要があ
ります。

 ● 公募期間：令和元年９月上旬～１０月上旬頃（予定）
 　（期間は確定次第、福島県ホームページでお知らせします。）

３
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【求職者向け】行くしかない!! 　就職面接会 in 南相馬

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

実は面接会が就職への近道♪求人票には載っていない魅力が聞ける！
バラエティーあふれる職種が勢揃い！　パート・正社員、働き方もいろいろ！
★応募書類キットのプレゼント　★証明写真の無料撮影あり！

【申し込み・問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　広野窓口（広野町役場産業振興課内）
☎０２４０－２３－５５８６　　ＦＡＸ０２４０－２３－５５８７ はたらっこ

ホームページ 働きたいネット 検索

８月２７日（火）● 日　時 …　

２０１９年８月２１日（水）１４：００ ～ １７：００● 日　時 …
ハラスメントとは、ハラスメントの背景、セクハラはなぜ起きる？セクハラの影響　など● 内　容 …

南湖建設機械講習所（いわき講習センター：いわき市小名浜字宮下１２７－３）１０名　【定 員】 【会 場】
● 建設機械運転技能講習共通事項　※受講料・テキスト代無料

２０社　５０名● 定　員 …

８月２７日（火）～８月３０日（金） ８月１８日（日）　 日　程 …
● フォークリフト運転技能講習（４日間）

締　切 …

９月１０日（火）～９月１３日（金） ８月２７日（火）　 日　程 …
● フォークリフト運転技能講習（４日間）

締　切 …

９月２５日（水）～９月２７日（金） ９月１０日（火）　 日　程 …
● 小型移動式クレーン運転技能講習（３日間）

締　切 …

９月２８日（土）～９月３０日（月） ９月１２日（木）　 日　程 …
● 玉掛け技能講習（３日間）

締　切 …

９月　３日（火）～９月　８日（日） ８月２０日（火）　 日　程 …
● 小型移動式クレーン運転技能・玉掛け技能講習（６日間）

締　切 …

● 会　場 …万葉ふれあいセンター（南相馬市鹿島区寺内迎田２２）

● 会　場 … LATOV（いわき産業創造館）６階　（いわき市平字田町１２０）

１３：００ ～ １５：００（受付開始１２：３０～）

今職場に求められている防止策とは【ハラスメント予防・対策講座】

参加企業２１社
【参加無料・申込不要・
履歴書不要】

【企業向け】働くひとの心のケア（ハラスメント予防・対策講座）

【個人申込型】建設機械運転技能講習

【企業申込型】建設機械運転技能講習

未然の予防やケアで、働きやすい職場へ。実例を通して学ぶことで、より具体的に
理解を深めることができます！
参加無料。詳しくはお問い合わせいただくかホームページをご覧ください。

どんな行為がハラスメントになるか？お互いが気持ちよく働くために、ハラスメントの定義を理解し、
問題の捉え方や本質へのアプローチ等を事例に学ぶことで根本対策のポイントが見えてくる。

まずは意識改革から！

※雇用保険受給者で証明書が必要な方に、参加証明書を発行します。

※雇用保険受給者は求職活動実績になります。参加証明書を発行します。

８月６日（火）● 締切日 … ※申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考いたします。

※申込には添付書類が必要になります。
※申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にてご連絡します。

※ 参加企業の詳細は、ホームページをご覧ください。
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◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

中間貯蔵施設の様子をバスでご覧いただく見学会を月１回実施しています。８月は、８月２３日（金）を予
定しています。見学のお申込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（☎ 0240－25－8377）
までお願いします。

中間貯蔵工事情報センターでは、リプルンふくしまとの連携夏休みイベントとして７月２０日（土）から
８月３１日（土）まで、「スタンプラリー」を実施しています。２館いずれかを訪問しスタンプラリーに参
加された方には、特製クリアファイルを差し上げます。また、各館を見学し、夏休みイベント等に参加さ
れた方の中から抽選で「ふくしまのいろ」（色鉛筆）をお贈りします。皆さまぜひご参加ください。

※７月１１日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・２０１９年度は、206,349㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は1,117,643㎥）
※８月１１日（日・祝）から８月１８日（日）までは、お盆のため輸送を休止いたします。

◇輸送について

特別企画展

◇中間貯蔵工事情報センターについて

　「中間貯蔵工事情報センター」では、

中間貯蔵工事の進捗や福島の環境再生

に向けた取り組みを紹介しています。

８月１日から同館内で双葉町の過去、

現在、未来をパネルや写真等で紹介す

る企画展「双葉町のいまとこれから」

を開催します。

開催期間 ８月１日（木）から８月３１日（土）まで

開館時間 午前１０時から午後４時

休 館 日 毎週日・月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）、年末年始

入 館 料 無料

会　　場 中間貯蔵工事情報センター
（双葉郡大熊町大字小入野字向畑２５６）

見
学
バ
ス
の
様
子
（
２
０
１
９
年
６
月
撮
影
）

▲ 見
学
会
の
様
子
（
２
０
１
９
年
６
月
撮
影
）

▲
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敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

小
こばやし

林　永
と わ

和 6月　8日 義弘・かおり 鴻　草

山
やまもと

本瑚
こ こ み

々美 6月 12日 達也・麻美 下　条

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

小川　太郎 ８０ 5月 30日 長塚二

松本　よし ６５ 6月 21日 長塚二

人のうごき６月分

【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ

広報紙の発送について広報紙の発送について

　避難先を移動された方は「避難住民届」を提出し
てください。

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１
部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居
するようになった場合など、広報紙の発送に関する
ことは下記までご連絡ください。

　寄稿してくださる方には、原稿用

紙をお送りします。

　詳しくは下記までお問い合わせく

ださい。

 ● 掲載号：
 ● 文字数：
 ● 原稿締切：

※顔写真が１枚必要となります。

※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、各種通知など
の郵便物が届かなくなりますのでご注意ください。

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

【問い合わせ先】　
　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

避難先を移動された方へ

広報紙の発送について

子

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

（令和元年 6月30日現在） ・福島県内に避難されている方 4,075人
2,804人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

短
歌
・
お
野
馬
追　

打
上
げ
神
旗　

む
ち
棒
に

が
っ
ち
り
駆
け
る　

洋
よ
う
ち
ょ
う

腸
の
坂

里
謡
・
鶯
の
声　

き
き
つ
つ
運
ぶ

針
を
命
の
友
と
し
て

俳
句
・
門
火
焚た

き　

亡つ

ま夫
を
迎
い
る　

盆
座
敷

川
柳
・
デ
デ
ポ
ッ
ポ　

朝
鳩
啼な

い
て　

雨
知
ら
す

　
　

・
に
こ
に
こ
と　

握
手
本
音　

見
え
隠
れ

令和２年１月号

３００字程度　

　 １１月２９日（金）

　 　（ネズミ）年生まれの　 　（ネズミ）年生まれの
皆さん、広報ふたばに新年皆さん、広報ふたばに新年
の抱負を掲載しませんかの抱負を掲載しませんか

子　 　（ネズミ）年生まれの
皆さん、広報ふたばに新年
の抱負を掲載しませんか
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全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課
☎ ０２４６－８４－５２０２

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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卒
業
直
後
に
前
倒
し
と
な
っ
た
就
職

　

県
立
双
葉
高
校
を
卒
業
後
、
郵
政
省
に
採
用
さ

れ
郵
便
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
普
通
な
ら
ば
、
３

月
上
旬
に
高
校
の
卒
業
式
が
あ
り
、
新
た
な
門
出

を
迎
え
る
の
は
翌
４
月
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
が
、

私
が
就
職
し
た
年
度
に
は
、事
業
の
改
編
が
あ
り
、

３
月
に
前
倒
し
て
の
入
職
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
卒
業
式
を
終
え
て
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
、

同
級
生
の
多
く
は
、
比
較
的
の
ん
び
り
し
な
が
ら

新
生
活
の
準
備
な
ど
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

私
の
場
合
は
、
学
生
服
の
代
わ
り
に
郵
便
局
員
の

制
服
を
着
て
、
初
任
地
・
浪
江
郵
便
局
で
、
一
足
早

く
新
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

世
の
中
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
た
時
代

　

昭
和
59
年
に
郵
便
局
員
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

考
え
れ
ば
、
時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
頃
に
重
な
っ

て
い
た
と
感
じ
ま
す
。高
度
経
済
成
長
が
終
わ
り
、

こ
の
あ
た
り
か
ら
、
近
い
将
来
、「
少
子
高
齢
化
」

が
や
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
街
中
に
は
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
私

よ
り
５
〜
10
歳
前
後
下
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ

て
お
り
、先
の
時
代
の
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
方
、
政
府
が
進
め
て
い
た
行
政
改
革
に
よ
り
、

「
三
公
社
五
現
業
」
の
う
ち
、
三
公
社
（
国
鉄
・電
・々

専
売
）
の
民
営
化
が
進
め
ら
れ
る
中
、
五
現
業
の
一

つ
で
あ
る
郵
便
事
業
も
合
理
化
が
進
め
ら
れ
、
局
間

輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
化
、
集
配
業
務
の
効
率
化
な
ど
が

行
わ
れ
、
仕
事
の
環
境
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

公
務
員
か
ら
会
社
員
へ

　

入
職
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
た
平
成
19
年
、

郵
政
民
営
化
に
よ
り
３
事
業
会
社
（
郵
便
・
郵
貯
・

簡
保
）
に
分
社
さ
れ
、
他
事
業
へ
移
籍
や
勤
務
エ

リ
ア
変
更
の
募
集
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
ま
れ

育
っ
た
双
葉
町
が
あ
る
浜
通
り
で
経
験
を
積
ん

で
き
た
郵
便
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

会
社
員
に
身
分
が
変
わ
っ
て
も
、
従
来
通
り
、
郵

便
法
等
に
基
づ
き
守
秘
義
務
を
負
う
な
ど
、
仕

事
の
内
容
と
責
任
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま

せ
ん
。

仕
事
を
通
し
て
故
郷
と
繋
が
る

　

被
災
当
時
、
浪
江
郵
便
局
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
が
、震
災
か
ら
数
週
間
後
、局
長
（
当
時
）
か
ら
、

内
郷
郵
便
局
で
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
旨
の

連
絡
を
受
け
、
両
親
ら
と
共
に
身
を
寄
せ
て
い
た

埼
玉
県
旧
騎
西
高
校
か
ら
単
身
で
い
わ
き
市
内
に

戻
り
ま
し
た
。
避
難
先
で
の
勤
務
も
可
能
で
し
た

が
、
原
発
事
故
に
よ
り
故
郷
を
離
れ
て
も
、
仕
事

を
通
し
て
故
郷
と
繋
が
っ
て
い
け
る
こ
と
が
、
先
が

見
え
な
い
中
で
も
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
れ
る
よ

う
で
し
た
。

　

約
３
年
前
、
南
相
馬
市
内
に
自
宅
を
建
て
ま
し

た
。
ほ
ん
の
数
十
キ
ロ
先
に
あ
る
故
郷
の
土
を
踏

ま
ず
し
て
両
親
は
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
、

原
町
郵
便
局
に
勤
務
し
な
が
ら
、
震
災
後
に
で
き

た
家
族
と
と
も
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県南相馬市

（長塚一）

菅本  髙章さん

すがもと        たかあき
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「
雪
氷
」
の
世
界
か
ら
「
晴
天
」
の
日
々
へ

　

季
節
の
表
現
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と

も
、私
が
生
ま
れ
育
っ
た
北
海
道
旭
川
市
に
は「
冬

晴
れ
」
と
い
う
く
だ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
の
日

中
、
気
温
が
氷
点
下
で
あ
っ
て
も
零
度
に
近
い
よ

う
な
と
き
、
誰
か
と
顔
を
合
わ
せ
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
と
、
自
然
に
「
今
日
は
暖
か
い
ね
」
と
口
に

し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
を
手
が
け
る
建
設
会
社
に

勤
務
し
て
い
た
た
め
、
仕
事
で
双
葉
郡
内
に
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
真
冬
で
も
晴
れ
が
多
く
仕
事
が
は

か
ど
る
一
方
、
日
中
の
最
高
気
温
が
10
℃
に
届
か
な

い
日
は
「
寒
い
」
と
体
を
震
わ
せ
る
人
が
少
な
く

な
い
な
ど
、
冬
で
も
暖
か
い
土
地
だ
と
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
当
初
、
旭
川
と
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。

単
身
赴
任
が
多
い
日
々
で
も

　

結
婚
に
よ
り
双
葉
町
民
と
な
り
、
幸
い
、
子
ど

も
た
ち
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
双
葉
郡
内
に
お

け
る
発
電
所
建
設
が
一
巡
す
る
中
、
各
地
の
現
場

に
出
向
く
な
ど
、
単
身
赴
任
で
家
を
空
け
る
機
会

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
家
族
に
は
寂
し
い
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
宅
の

あ
る
鴻
草
地
区
全
体
が
家
族
の
よ
う
な
存
在
で
、

私
が
留
守
の
間
、
親
族
だ
け
で
な
く
、
近
所
の
皆

さ
ん
が
色
々
と
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も

あ
り
が
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
都
会
育
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
北

海
道
の
大
部
分
は
移
住
に
よ
り
で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
「
先
祖
代
々
…
」
と
い
う
よ
う
な
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。結
婚
し
て
間
も
な
く
の
頃
、

地
区
の
行
事
や
自
ら
の
役
割
に
つ
い
て
、
自
分
の

知
ら
な
い
間
に
決
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
皆
さ
ん
と

の
「
距
離
の
取
り
方
」
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
同
世
代
の
方
が
親
し
く
付
き
合
っ
て
く

だ
さ
り
、
気
が
つ
く
と
、
ま
る
で
子
ど
も
の
頃
か

ら
住
ん
で
い
た
よ
う
に
お
相
手
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

各
地
を
転
々
と
す
る
中
で

　

消
防
団
活
動
、
町
民
体
育
祭
、
夏
に
な
る
と
自

宅
周
辺
に
舞
う
蛍
な
ど
、
双
葉
町
が
故
郷
に
な
っ

て
か
ら
二
十
数
年
間
、
数
多
く
の
思
い
出
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、原
発
事
故
に
よ
り
、

そ
う
し
た
日
々
と
別
れ
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

避
難
後
、
再
び
仕
事
で
各
地
を
転
々
と
す
る

日
々
と
な
り
ま
し
た
が
、「
帰
れ
る
故
郷
」
が
あ

る
の
と
な
い
の
で
は
、
心
の
上
で
も
全
く
状
況
が

異
な
り
、
体
調
を
崩
し
約
１
年
ほ
ど
仕
事
を
離
れ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
、
こ
れ
ま
で
仕
事
を
通
し
て
保
有
し
て
い
た
も

の
や
、
新
た
に
取
得
し
た
資
格
を
生
か
し
て
、
４

年
前
か
ら
、
自
動
車
教
習
所
に
技
能
指
導
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。「
お
客
様
に
教
え
る
」
仕

事
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
持
ち
を
切
り
替

え
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●避難先●
　秋田県秋田市

（鴻草）

城下  定男さん

しろした        さだお
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安
全
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
た
め

　

震
災
ま
で
建
設
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
が
、
勤
務
先
よ
り
、
海
と
サ
ー
フ
ィ
ン
が
好

き
な
私
に
対
し
て
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
、
夏

に
な
る
と
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
と
し
て
双
葉
海
水
浴

場
の
安
全
管
理
業
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

根
っ
か
ら
の
サ
ー
フ
ァ
ー
を
自
負
し
、
海
水
浴

場
の
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
業
務
に
も
携
わ
る
中

で
、双
葉
町
の
設
備
が
整
っ
て
い
る
海
水
浴
場
で
、

「
子
ど
も
や
未
経
験
の
大
人
た
ち
に
サ
ー
フ
ィ
ン

を
教
え
て
み
た
い
」と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
の
教
育
に
も
活
用
で
き
る
サ
ー

フ
ィ
ン
を
目
指
し
て
、
平
成
23
年
２
月
に
Ｎ
Ｓ
Ａ

（
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
）
公
認
指
導
者
の
資
格

を
取
得
し
、
近
い
将
来
、
双
葉
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
「
サ
ー
フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
さ
せ
た
い

と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

故
郷
に
近
い
環
境
で

　

震
災
後
、
避
難
先
の
新
潟
県
柏
崎
市
で
サ
ー
フ
ィ

ン
の
再
開
を
試
み
ま
し
た
が
、
日
本
海
側
で
波
が
少

な
く
、
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
故

郷
に
近
い
環
境
で
サ
ー
フ
ィ
ン
を
続
け
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
ま
る
中
、
平
成
29
年
に
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
世
界

サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
）
公
認
レ
ベ
ル
２
サ
ー
フ
コ
ー
チ

の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
の
理
解
を

得
ら
れ
た
た
め
単
身
で
い
わ
き
市
に
移
り
、
東
北
の

ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
と
も
呼
ば
れ
る
、
い
わ
き
市
岩

間
海
岸
で
サ
ー
フ
ィ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
業
し
ま
し
た
。

地
元
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
恵
ま
れ

　

開
業
後
間
も
な
く
、
岩
間
海
岸
の
前
に
宿
泊
施

設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
館
主
の
森
正
次
様
に
ス
ク
ー

ル
へ
の
思
い
を
話
し
た
と
こ
ろ
理
解
を
得
ら
れ
た
た

め
、
現
在
、
敷
地
内
に
施
設
を
間
借
り
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
の
よ
う
に
シ
ョ
ッ
プ
を
持
た

ず
（
い
わ
ゆ
る
実
質
無
店
舗
）、
宿
泊
施
設
と
協
業

し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
全
国
で
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

く
、
県
内
で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
す
。

　

サ
ー
フ
ィ
ン
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
種

目
に
な
り
、
世
間
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
海
は
好
き
で
も
サ
ー
フ
ィ
ン
は
…
」
と
敷
居
が

高
く
感
じ
る
方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
サ
ー

フ
ィ
ン
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
だ
け
で
な
く
、
海
と

の
付
き
合
い
方
か
ら
お
教
え
い
た
し
ま
す
。
心
身

と
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
老

若
男
女
問
わ
ず
お
気
軽
に
お
声
が
け
下
さ
い
。

●避難先●
　福島県いわき市

（新山）

サーフィン塾

ＣＡＮ ＤＯ

代表前田 　淳さん
まえだ          じゅん

キャン           　 ドゥ

岩間海岸前で勿来共同火力発電所東側すぐ隣岩間海岸前で勿来共同火力発電所東側すぐ隣

〒９７４－８２２２
福島県いわき市岩間町岩下３０－２

宿泊交流施設ＡＣ館内
電　話：０９０－４６３４－５７１９
e-mail：ｆｌｃ．ｊｏｎ０１２７＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ

※ＡＣ館で宿泊・食事等の手配も可能です。

岩間海岸前で勿来共同火力発電所東側すぐ隣
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－ 
編
集
後
記 

－

６月１７日にアクティブシニアセンターアオ
ウゼ（福島市）で行われたタブレット教室に
参加した、大内ちづ子さん（長塚一・左）と
圡田郁子さん（下長塚・右）の笑顔です。

▲ボランティアスタッフの皆さん

　

今
月
の
表
紙
は
、
７
月
13
日
・
14
日
に
栃

木
県
那
須
町
で
行
わ
れ
た
集
ま
れ
！
ふ
た

ば
っ
子
２
０
１
９
の
一
場
面
で
す
。

　

閉
会
式
で
は
双
葉
町
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の

お
手
本
の
踊
り
を
見
て
学
び
、
子
ど
も
た
ち

も
ふ
た
ば
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。
最
初
は
緊

張
か
ら
か
、
少
し
ぎ
こ
ち
な
く
感
じ
た
子
ど

も
た
ち
も
、
閉
会
式
の
時
に
は
す
っ
か
り
打

ち
解
け
て
友
人
や
家
族
と
楽
し
そ
う
に
ふ
た

ば
音
頭
を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
集
ま
れ
！
ふ
た
ば
っ
子
に
は
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
よ
り
少
し
年
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
リ
ー
ダ
ー
を
フ
ォ
ロ
ー

し
た
り
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
配
る
な

ど
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

町立学校のＡＬＴ、アンソニー・バラード先生とフィリップ・ジェリーマン先生の写真館です。双葉
町の懐かしい写真などを展示しています。

アンソニー先生　【 田植え 】（２０１０年５月８日撮影） フィリップ先生　【 目 地区 】（２０１５年夏撮影）
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ふたば写真館ふたば写真館 （ＡＬＴ … 外国語指導助手）（ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～ふたば写真館ふたば写真館ふたば写真館 （ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～


